
  

 

 

 

 

 

※下記のいずれかでお申込みください。配慮が必要な場合は、申込み時にお申し出ください。 

  

 

いたばし子どもの居場所づくり活動フォーラム 2018 

「子どもの居場所」をつくりませんか！ 
子どもたちを支えたい…わたしたちにできることは？ 

 

○上記の個人情報は、本フォーラム開催と今後、本事業で開催する講座やご案内以外では使用いたしません。 

○ＦＡＸ番号はお間違えのないようご注意ください。 

○会場には専用の駐車場がございません。公共交通機関をご利用ください。 

【問合せ】 社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会 

子どもの居場所づくり活動支援事業担当 

〒173-0004 板橋区板橋 2-65-6 板橋区情報処理センター1階 

電話 03-3964-0236 FAX 03-3964-0245 

お申込・問合せについて 

電話 

ＦＡＸ 

Ｅ-ｍａｉｌ 

０３－３９６４－０２３６  
板橋区社会福祉協議会 子どもの居場所づくり活動支援事業担当 

 

 ０３－３９６４－０２４５  枠内にご記入の上、お送りください。 

（ふりがな） 

お名前 
〒     

ご住所 
電話番号 所  属 

（サロン・団体名等） 
（ふりがな） 

お名前 
〒   

（ふりがな） 

お名前 
〒   

備考・通信欄 ※配慮が必要な場合は、申込み時にお申し出ください。 

★子どもの居場所活動に関するＰＲチラシやパンフレット、パネル等の展示スペースをご用意

いたします。ご希望の団体は 8月 10日（金）までにお申し出ください。 

□希望する（団体名・担当者）：                 電話：              ） 

 

morimori@itabashishakyo.jp 
【件名】子どもの居場所づくり活動フォーラム申込み 

【本文】お名前（ふりがな）・ご住所・電話番号・所属（サロン・団体名等） 

※配慮が必要な場合は、申込み時にお申し出ください。 

 

 

 
 

お申込み締切 

8月 15日（水）まで 

※定員になり次第締切り 

とさせていただきます 

平成 30年 

8 月 21 日 
（火）開催 

板橋区子どもの居場所づくり活動支援事業 

板橋区では、子どもが安心して過ごせる「地域の居場所づくり活動」の支援を推進しています。「子ども食堂」や「無料学習塾」

など「子どもの社会的孤立を防止し、健やかな成長を目指す活動」や、その実施団体を把握・支援し、子どもの居場所づくり活動

支援を進めていきます。事業の実施にあたっては、社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会に委託しています。 

定 員

150名 

mailto:morimori@itabashishakyo.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月21 日 

 

 K A K E C O M I  

 発起人・代表  

鴻巣 麻里香 さん 

（精神保健福祉士/ 

福島県スクールソーシャルワーカー） 

「『関係性の貧困』への手当てとしての

開かれた居場所の可能性 

～まかないこども食堂の取り組みから～」 

 

 

いつでもだれでもＯＫ！朝から夜まで開いている「まいに

ち子ども食堂」＆好きなことをする場所、何もしなくて良い

場所のフリースペース「Ｋ＆Ｙ’S カフェ」の活動 

六郷 伸司 さん（NPO法人ワンダフルキッズ） 

日時 
平 成 

30年 
13:00～16:00（12:30開場） 

板橋区立グリーンホール 2階ホール 

 

主催：板橋区   共催：社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会 

子ども食堂 

学習支援 

子ども食堂 

大人たちとの出会いや交流によって、子どもたちが自分らしく過ごせる

「子どもの居場所」が地域にひとつでも多くできることを目指します。 

「子どもたちを支えたい」という想いをどのように形にできるか、子ども食堂

や学習支援、多世代交流活動などの実践者の話を通し、さまざまなかた

ちの「子どもの居場所」について考えます。ぜひご参加ください。 

○開場     12：30～     ○主催者挨拶  13：00～ 

○「板橋区内の現状～板橋区ひとり親家庭等生活実態調査から～」 板橋区子ども政策課   

 

  

 

いたばし子どもの居場所づくり活動フォーラム 2018   

「子どもの居場所」をつくりませんか！ 
子どもたちを支えたい…わたしたちにできることは？ 

 

子ども食堂 

多世代交流 

第二のおうちのような居場所を提供！地域で子育て 

シェア「地域リビングプラスワンおかえりごはん」の活動   

井上 温子さん（ＮＰＯ法人ドリームタウン） 

多世代交流 

 

大人も子どももみんなでボードゲーム！遊びや工作を

通した子どもの育ち活動「ＢＧあそびば」の活動       

稲原 富雄 さん（ＢＧあそびば） 

地域の方とつくる子どもたちの居場所「子ども食堂たんぽぽ」 

の活動～社会福祉法人 地域公益活動～ 

豊嶋ひとみさん（社会福祉法人 みその福祉会ケアタウン成増）         

…自分なんて価値がない、何をやってもうまくいかない、自分は

誰にも愛されない...今、かつての私と同じような困難と孤立の中

にあるこどもたちが、おとなになった時に「今」の体験の呪縛を受け

ないために、何が必要だろう。 

もし今、目の前にこどもの時の私がいたら、私はその子に何をし

てあげられるだろう。そう自分に問いかけた答えが、「学校でも家

でもない、居場所」でした。それが「まかないこども食堂たべまな」

です。（ご本人へのインタビューより） 

 

 

ファシリテーター：千葉 彩 さん 

（東京大学大学院 医学系研究科健康教育・社会学分野 客員研究員） 

場所 

○基調講演（45分） 

 

○パネルディスカッション（75分） 

 

こどもはみんな 

たからっこ 

（たからの子） 

 

子ども食堂 

―板橋区は、子どもが安心して過ごせる地域の居場所づくりを推進しています― 
    

区内の実践者から居場所活動についてお話をうかがいます。 実体験を通した居場所の必要性についてお聞きします。 

火 

○事業紹介           ○交流タイム  
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